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配合飼料が高騰したまま、約10年もの間、高止まりの状態が続いています。そのため、

各地区において、サイレージ用とうもろこしの作付面積は増加傾向にあり、サイレージ用

とうもろこしの『乳牛のエサ』に占める位置づけは、益々重要となってきています。

その一方で、天候不順や病気の影響で、安定的に収穫が出来ない事例も数多く見受けら

れています。粗飼料品質の善し悪しは酪農経営を左右する最も重要な要因でもあります。

そこで今回、留萌地区の土壌・気象・作業を考慮した『留萌版サイレージ用とうもろこ

し栽培マニュアル』を作成しました。今一度、基本に立ち返り、良質なサイレージ用とう

もろこしの確保に役立てて頂けたら幸いです。

表１ 年間作業スケジュール

４月
下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬

家畜ふん尿の散布
マニュアスプレッダー
スラリースプレッダー

耕起 プラウ

土壌改良資材の散布 ブロードキャスター

砕土・整地
ディスクハロー
パワーハロー

鎮圧 ケンブリッジローラー

は種 プランター

鎮圧 ケンブリッジローラー

スプレーヤー

ハーベスター

サブソイラー

作業機

出芽

５月

排水改善

作業内容
６月

サイレージ用とうもろこしの生育期節

は
種
床
整
備

は
種
作
業

雑草防除

収穫
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１ サイレージ用とうもろこし作業スケジュール

サイレージ用とうもろこしの年間作業スケジュールを下の表１に示しました。

春先に作業が集中しがちとなるため、機械の故障などにより作業が停滞しないよう、作

業機の整備や試運転をしっかりおこないましょう。

また、気象・ほ場条件などにより、は種床整備～は種作業が遅くなる地区は、栽培に適

した品種を選定するようにしましょう。

疲れはうっかりミスを誘い、思わぬ事故を引き起こします。体調管理に気をつけましょ

う。また作業機の点検は、必ず、エンジンを停止してからおこないましょう。

６月 １１月
下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬

雄穂・絹
糸抽出

乳熟期
  糊熟期

黄熟期

９月 １０月
７月 ８月
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２ は種床整備

（１）家畜ふん尿散布

家畜ふん尿などの有機物には土壌を肥沃にするだけでなく、団粒構造の形成を促し、

土壌の物理性を改善します。

団粒構造は、砂や粘土の粒子が堆肥などの有機物によって結合したもので、適度な隙

間があるため、通気性と排

水性があるだけなく、保水

性も合わせもっています。

ですので、家畜ふん尿を散

布するということは、根の

生育を活発にし、植物の生

育を良くします。

（２）耕起 ～ プラウ ～

プラウによる耕起は、①土の通気性・保水性・透水性の改善、②土を軟らかくし、根

張りを良くする、③雑草や病害虫を地中に閉じ込める、などの効果があります。

プラウは、おおよそ30㎝程度の深さにかけるようにしましょう。深すぎる場合、肥沃

な表土が地中深くに入りすぎ、とうもろこしの生育が阻害される恐れがあります。

また、留萌管内は降雪量が多く、土壌凍結がしにくい

地域なので、“秋起こし”をおこなうと、春に雪解け水

を吸収しやすくなり、かえって、ほ場に入ることが難し

くなります。

更に、ほ場が乾いていない状態で耕起すると、土壌を

練ってしまい、硬盤層が形成されやすくなる恐れがあり

ます。したがって、プラウによる耕起は、春、ほ場が乾

いてからおこなうようにしましょう。

（３）砕土 ～ ディスクハロー・パワーハロー ～

ディスクハローはプラウによって起こされた大きな土

の塊を砕き、ほ場を均平に仕上げます。

ディスクハローをかける回数はほ場の状況によって変

わりますが、おおよそ１～２回かけます。

ディスクハローに加え、パワーハローをかけることに

より、土をより細かく砕くことが可能となります。この

ことにより、は種精度と出芽率を高め、良好な初期生育

○家畜ふん尿散布の目安：約３～５㌧/10a

単 粒 構 造

隙 間 が ほ と ん ど な い

団 粒 構 造

適 度 に 隙 間 が あ る

プ ラ ウ

デ ィ ス ク ハ ロ ー
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を確保することができます。

また、ほ場を攪拌することにより、土中に大量の空気

を含ませるので、地温を上げる効果もあります。

土壌が乾いたタイミングを見計らって作業をおこなう

よう心がけましょう。

（４）土壌改良資材(石灰資材、リン酸資材)散布

とうもろこしが良好な初期生育となるように、パワーハローをかける直前に、タンカ

ルなどの石灰資材やダブリンや苦土重焼燐などのリン酸資材を散布します。

ｐＨが適正範囲内にないと、肥料が作物に吸収されにくくなります。窒素肥料の硫酸

アンモニウムや塩酸アンモニウムは酸性なので、土壌ｐ

Ｈを下げる作用があります。また、とうもろこしはｐＨ

が6.0～6.5のときに良好な生育となります。

リン酸は初期生育や子実の成熟に必要で、春先の低温

時には根が活性化されていないため、よりリン酸欠乏症

状が出やすい傾向にあります。欠乏症状は葉が紫色に変

色します。

～ 砕土率 ～

２㎝以下の土塊が70%以上となる砕土割合が望ましいとされ、重粘土壌で生育良好なほ場

は、砕土率が高いとされます。

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Ａほ場 Ｂほ場

砕土率の比較

２㎝以上 ２㎝以下

Ａ ほ 場

砕 土 率 が 低 い
Ｂ ほ 場

砕 土 率 が 高 い

○石灰資材（タンカル）散布の目安：４0～60㎏/10a

○リン酸資材散布の目安：１0～２0㎏/10a

※土壌分析結果により、土壌改良材の散布量は変わります

パ ワ ー ハ ロ ー

リ ン 酸 欠 乏 症 状
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（５）鎮圧 ～ ケンブリジッローラー ～

は種機のタイヤが回転することで、連動するチェーンやギアが動き、種子と肥料をま

くことが出来ます。

は種床が軟らか過ぎるとタイヤが空回りし、種子や肥料が正確にまくことが出来なく

なります。そのため、は種床は堅めに仕上げる必要があります。

また、は種床が軟らか過ぎると種子のまきつけ位置が深くなるので、出芽までに日数

が多くかかりやすくなったり、ほ場内の生育にバラツキが生じやすくなります。

３ は種作業

（１）裁植本数

表２に、プランターの栽植本数早見表を示しました。例えば、畝幅75㎝、株間17㎝

の場合、裁植本数は7,843本/10aとなります。

○鎮圧の目安：靴の甲が土より沈まない堅さにしましょう。

※は種床の仕上げ方はメーカーに確認しましょう

プ ラ ン タ ー の タ イ ヤ
は 種 床 の 堅 さ

靴 の 甲 が 確 認 で き る
は 種 深 度 の 違 い に よ る

生 育 の 違 い

表２　プランター栽植本数早見表

株　　間　　（㎝）

１５ １６ １７ １８ １９ ２０

畦　
　

幅　

（
㎝
）

７０ ９,５２４ ８,９２９ ８,４０３ ７,９３７ ７,５１９ ７,１４３

７１ ９,３９０ ８,８０３ ８,２８５ ７,８２５ ７,４１３ ７,０４２

７２ ９,２５９ ８,６８１ ８,１７０ ７,７１６ ７,３１０ ６,９４４

７３ ９,１３２ ８,５６２ ８,０５８ ７,６１０ ７,２１０ ６,８４９

７４ ９,００９ ８,４４６ ７,９４９ ７,５０８ ７,１１２ ６,７５７

７５ ８,８８９ ８,３３３ ７,８４３ ７,４０７ ７,０１８ ６,６６７

７６ ８,７７２ ８,２２４ ７,７４０ ７,３１０ ６,９２５ ６,５７９

７７ ８,６５８ ８,１１７ ７,６３９ ７,２１５ ６,８３５ ６,４９４

７８ ８,５４７ ８,０１３ ７,５４１ ７,１２３ ６,７４８ ６,４１０

７９ ８,４３９ ７,９１１ ７,４４６ ７,０３２ ６,６６２ ６,３２９
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また、『枕』の重ね蒔き

を避けましょう。重なった

部分は裁植本数が多いた

め、軟弱徒長となり倒伏や

病害の発生源になりがちで

す。

（２）は種深度

は種の深さが浅いと、種

子が地表に露出しやすくな

ります。反対に深すぎると、

出芽までに非常に長く日数

がかかります。は種深度の

目安は、おおよそ３㎝です。

４ 施肥

（１）施肥方法

作土層全面に施肥をする全層施肥は、は種機に肥料を詰め替える側条施肥と比較し、

ブロードキャスターで肥料を散布するため、作業スピードが速い一方で、根の近くに肥

料がないため、利用されない肥料が多くなります。そのため、全層施肥を行う場合は、

側条施肥の３割増しの量を散布しましょう。

根の近い部分に肥料をすじ条に散布し、肥料の利用効率を高める施肥法を側条施肥と

いいます。施肥量が多すぎると“肥料やけ”を起こしやすくなるので注意が必要です。

（２）施肥量

表３に留萌管内におけるサイレージ用

とうもろこしほ場の土壌分析結果を示し

ました。

pＨは基準値以下ですが、リン酸と加

里は基準値以内にあることが分かりま

す。

施 肥 方 法 （ ほ 場 断 面 ）

は 種 深 度 が 深 す ぎ る

（ 約 ７ ㎝ ）

重 ね 蒔 き が な い 重 ね 蒔 き が あ る

は 種 深 度 ３ ㎝

表３　留萌管内におけるサイレージ用とう　　

　　　もろこしほ場の土壌分析結果

pＨ リン酸 加里

土壌分析値 5.5 22.8 26.8

基準値 6.0～6.5 10～30 15～30

施肥率(%) － 100 100

※2013-2017ホクレン分析
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したがって、施肥標準に準じた施肥対応を心が

けましょう。

家畜ふん尿を利用すると、表４に示した肥料成

分量が供給されます。毎年、多量に使用すると加

里過剰になる恐れがありますので、適切な量を散

布しましょう。

右に台地土（重粘土）にお

ける目標収量5,000～6,000

kg/10aの施肥例を示しまし

た。

スラリーを３t/10a利用す

ると、加里が過剰となること

が分かります。したがって、

家畜ふん尿の散布量に気をつ

けるだけでなく、加里を含ま

ないNP肥料や単肥の利用を

検討しましょう。

５ 雑草防除

（１）全面土壌散布（土壌処理）

土壌処理の処理膜は土壌表面の水によって形成します。ほ場に凸凹があると、均一な

処理膜を形成することが難しくなります。

土壌処理の処理膜は、土壌水分が適切な場合にきちんと形成されます。乾き過ぎ、水

分が多すぎると処理膜を形成しづらくなります。土を握ったときに、手に付着しないで

団子ができるのが目安となります。ほ場が乾いている場合は、散布水量を多くするよう

にしましょう。

土 壌 処 理 の 効 果 を 高 め る 整 地

表４　家畜ふん尿から供給され　

　　る成分量　　　　（kg/㌧）

区分 窒素 加里

スラリー 1.5 4.0

堆肥 1.0 4.0

家畜ふん尿処理・利用の手引き2004

より引用

【施肥例】春、スラリーを３t/10a散布した場合

　　　　　台地土（目標収量：5,000～6,000kg/10a）

窒素 リン酸 加里

必要施肥量 13～15 18～20 8～10

スラリーからの

肥料成分供給量

(kg/10a)

4.5

［3.0t/10a

×1.5kg/t］

12.0

［3.0t/10a

×4.0kg/t］

土壌改良資材

(kg/10a)

【苦土重焼燐】

(0-40-0)

4.0

［10kg/10a

×40%］

化学肥料

(kg/10a)

【ＢＢＳ305】

(13-20-5)

10.4

［80kg/10a

×13%］

16.0

［80kg/10a

×20%］

4.0

［80kg/10a

×5%］

過不足

(kg/10a)
-0.1～1.9 0～2.0 6.0～8.0
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均一な処理膜を形成するために、霧状に散布される通常ノズル（カニ目ノズル）を使

用して散布しましょう。ラウンドノズルなどの少水量散布用ノズルは、泡状であったり、

粒子が荒いため、均一な処理膜が形成できないので使用を避けましょう。散布する水量

は10aあたり100㍑です。

（２）雑草茎葉散布（生育処理）

土壌処理後、雑草の発生を確認した場合は、雑草茎葉散布（生育処理）をおこないま

しょう。生育処理は、サイレージ用とうもろこしがおおよそ２～４葉期頃（６月中旬～

６月下旬）に行います（薬剤によっては散布時期が変わるので注意しましょう）。

また生育処理を行う時期は、気温の上昇に伴い、薬害が発生しやすいので注意が必要

です。さらに、近年、多く利用されるようになった少水量散布のスプレーヤーノズルは、

ノ ズ ル と 処 理 膜 形 成

土 壌 処 理 を お こ な う 場 合 の ほ 場 水 分
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面積当たりの投下薬量は適正でも、投下水量当たり濃度は基準以上になるため、注意が

必要です。

散布の際にトラクターに踏まれても、とうもろこしが小さいうちは、しばらくすると

再び起き上がります。

６ 病害の発生 ～ すす紋病 ～

留萌地区におけるサイレージ用とうもろこしの主要病害として、すす紋病があります。

すす紋病は、平成21年以降、全道的に大発生しましたが、その後、抵抗性品種の導入

により、以前ほど顕著な発生は見られなくなりました。しかし、長年連作し続けている

ほ場や、天候不順の年には、

すす紋病が散発的に発生し

ているので注意が必要と思

われます。

すす紋病の罹病葉が子実

より上に見られるほど、病

害が進行していると判断し

ます。表５にすす紋病の判

定基準を示しました。

す す 紋 病

㎠○生育処理の目安：ほ場のあらゆる場所で、雑草が３本/100 程度確認されたら

高温時の防除は薬害の危険性があるため、避けましょう。

少水量散布のスプレーヤーノズルは、農薬の濃度に注意しましょう。

判 断 の 基 準 部 位

生 育 処 理 の 必 要 性 が 有 る

○ は 雑 草 （ ヒ エ ）
生 育 処 理 に 際 し 、 ト ラ ク タ ー

に よ っ て 踏 ま れ た と う も ろ こ し
薬 害 症 状 （ 黄 化 ）

表５　すす紋病判定基準

１ ３ ５ ７ ９

病班が認められな

い

下位葉に数個の明

確な病班

下位葉に多数の病

斑、から中位葉に

数個の病斑

下位葉から中位葉

に多数の病班、上

葉にも病斑

すべての葉に多数

の病班、ときには

成熟前枯死状態

※北海道における牧草・飼料作物優良品種選定試験実施の手引きより
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７ 収穫

（１）収穫タイミングの判定

収穫時期は熟度と病害程度によって決めます（おおよそ９/20頃収穫開始）。

とうもろこしの収穫適期は黄熟期で、このタイミング

で収穫するとエネルギーも高く、水分は70％前後まで

減少しているため、良質なサイレージに調製しやすくな

ります。登熟が進むにつれ、子実の乳汁がでん粉に変化

していくため、乾物率が高くなり、子実の色は黄色く変

化していきます。子実を割ったときに、断面上部の黄色

い部分（でん粉）とその下の白い部分（乳汁）の境界線

（ミルクライン）が１／２となった時が黄熟期と判断し

ます。

また、表６に示すように、子実の乾物率を測定す

ることにより、収穫適期を予測することも可能とな

るため、コントラ等の収穫順番を決める際などにも

役立てることができます。

しかし、留萌管内の北部地区では、９月中旬以降、

気温が低下するため、表６に示した日数以上、登熟

が遅れる可能があるので注意しましょう。

また、すす紋病等の病気が進行し、倒伏する恐れ

がある場合や、秋の長雨により、ほ場に入ることが

出来なることが予想されるときは、登熟状況と併せて、収穫時期を総合的に判断しまし

ょう。

（２）切断長とローラー（クラッシャー）幅

コーンサイレージ調製における重要なポイントの一つに、切断長とクラッシャー幅の

設定があげられます。

コーンサイレージを多給する場合、切断長が短すぎるとルーメンマットの形成が不十

分とるため、アシドーシスなどの疾病が起きやすくなります。

また黄熟期や成熟期の子実は表面が蝋状となっているため、子実に傷が付いていない

と、第一胃の微生物は子実を分解することが出来ません。そのような場合、子実は未消

化のまま糞中に出てしまいます。

一方、登熟が進んでいない状態でクラッシャーをかけると子実の乳汁が流れ出てしま

い、コーンサイレージの栄養が失われる恐れが高まります。

ミ ル ク ラ イ ン

〇品種の選定：できるだけ適期収穫ができる品種を選びましょう！

※適期収穫（黄熟期）のおおよその目安は総体乾物率３０％、子実乾物率５０～５５％となります。

※最終ページの【参考資料】を確認し、地域の気象に適した品種を選択しましょう。

表６　熟期ごとの子実乾物率と　　

　　　登熟に要する日数

乾物率(%) 登熟日数

乳熟期 ３０ 約１週間

糊熟期 ４０ 約１０日

黄熟期 ５０-５５ 約１０日

成熟期 ６５＞

北海道のトウモロコシの栽培技術

(S58 農業技術普及協会)引用
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切断長やクラッシャー幅は、給与方法や給与

量、給与順番、給与するエサの組み合わせなど

を考慮して設定しましょう。ハーベスターの機

種によって、切断長や子実の潰れ具合は異なる

ので、サイレージ用とうもろこし収穫時には、

必ず実際の切断長とクラッシャー幅を確かめる

よう心がけましょう。表７に目安となる設定値

を示します。

８ 排水改善対策

翌年の春作業を軽減するために、収穫後～11月中旬に排水対策（サブソイラ）は済ませ

ておきましょう。とくに排水対策を行うことにより、①融雪時期が早まる、②病害の発生

が少なくなる、などの効果が期待されます。

硬盤層（土の中の硬い層）

はおおよそ40㎝前後に形成

されているので、サブソイラ

をかける深さはこれより深く

しましょう。硬盤層の深さを

硬度計などで調査してからサ

ブソイラをかけると、効率的

な作業が行えます。

おわりに

サイレージ用とうもろこしの栽培は、収量・嗜好性・エネルギーの高い粗飼料の確保に

加え、ほ場の雑草防除や土作り、家畜ふん尿の有効活用などにもつながります。

当マニュアルの基本技術励行により、酪農経営の基盤となる粗飼料の安定生産をめざし

ましょう！

硬 度 計 サ ブ ソ イ ラ -

□は切断長の違いによる子実を比較 □はクラッシャー幅の違いによる子実の比較

子 実 に 傷 が 少 な い

切 断 長 1 4㎜ 、 ｸ ﾗ ｯ ｼ ｬ ｰ幅 最 大

子 実 に 傷 が 付 い て い る

切 断 長 1 4㎜ 、 ｸ ﾗ ｯ ｼ ｬ ｰ幅 ３ ㎜

子 実 に 傷 が 付 い て い る

切 断 長 ８ ㎜ 、 ｸ ﾗ ｯ ｼ ｬ ｰ幅 最 大

表７　サイレージ用とうもろこしの

　　　熟期と粉砕処理条件

熟度 切断長 クラッシャー幅

糊熟期 10㎜前後 クラッシャー幅最大

黄熟期 14-19㎜ ３-５㎜

※根釧農業試験場
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【参考資料】総体乾物率が30％（おおよそ黄熟期）に到達する日（確率80％以上）

北海道統一RM75日クラス 北海道統一RM90日クラス北海道統一RM85日クラス

（凡例）
総体乾物率30%に
到達する日【北海道統一RM】

1) *は品種比較試験での標準品種
2) 各種苗会社のカタログに掲載されているRM
3) 北海道統一RM 総体：総体乾物率30％に到達する日の北海道統一RM、

（ ）内はその時の雌穂乾物率
3) 北海道統一RM 雌穂：雌穂乾物率50％に到達する日の北海道統一RM、

イアコーンおよび子実利用の指標

（飼料用とうもろこし安定栽培マップ 北海道立総合研究機構2017年より）

各地域の到達日（例）

75日ｸﾗｽ 85日ｸﾗｽ 90日ｸﾗｽ

天塩 9/19-23 9/24-28 9/29-10/3

遠別 9/14-18 9/24-28 9/24-28

初山別 9/14-18 9/19-23 9/24-28

羽幌･苫前 9/9-13 9/14-18 9/19-23

小平 9/9-13 9/19-23 9/19-23

注意：あくまでも地域の一部を例にしています。
　　　  実際のほ場の位置を地図で確認して到達日
　　　  を判断して下さい。


